
   2024年度（令和6年度）  活動報告

【　テーマ　】

１．年間目標

２．活動状況

R6/10/30

13：30～15：30

ふれあい福祉セ

ンター
19

・他専門部会の参加についての報告・課題についてのグループワーク

・主任相談専門員による勉強会～相談支援を行う上で必要な『基本のキ』

「支給決定後の支援について」～

R7/2/20

13：30～15：30

ふれあい福祉セ

ンター
21

・今年度の振り返り

・来年度の部会について

R6/4/17

9：30～12：00

ふれあい福祉セ

ンター
18

・今年度の活動内容の確認

・報酬改定に関する勉強会(勉強会のみ参加+８名)

R6/7/31

13：30～15：30

ふれあい福祉セ

ンター
19

・他専門部会の参加についての報告・課題についてのグループワーク

・主任相談専門員による勉強会～相談支援を行う上で必要な『基本のキ』

「相談支援の基本的な流れについて」～

事務局 千曲・坂城基幹相談支援センター

・「個々の課題=地域の課題」と捉え、部会を通じて情報を共有していく。

・地域課題をひろいあげ、必要に応じて検討等を行い、具体的な実践につなげていく。

日時 会場 人数 主な内容

相談支援室カラフル

千曲市福祉課副部会長

坂城町福祉健康課

相談 部会

地域の課題をひろいあげ支援の質を深めよう

部会長 相談支援事業所みらい

　　相談部会 
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３．総括

４．次年度に向けて

○他部会との連携や事例検討などを通し地域課題をひろいあげる

　前年度に引き続き部会員が他部会へ参加することにより、他部会・他職種との連携の足掛かりとする。

また、他部会出席により感じた課題や日ごろの相談支援における課題を地域課題としてまとめるため、部

会にて1年間継続して議論していく。

○研修会の実施

　相談支援専門員が抱える課題は多岐に渡り、支援にあたる上で必要な技術や知識について研修会をとお

して情報を得る事で、各相談支援事業所及び相談支援専門員のスキルアップを図る。また、研修会でそれ

ぞれが考えたことを共有し、日ごろの支援に生かせるようフォローアップの場を設けるなど開催の方法を

工夫する。

○主任相談支援専門員の役割等についての検討

　引き続き主任相談支援専門員連絡会を開催し、千曲・坂城地域における主任相談支援専門員の役割、在

り方、活動等について検討する。地域課題の把握や事例検討なども行いつつ、主任相談連絡会主催の研修

会を相談部会と連携し実施していく。

○他部会との連携や事例検討をとおした地域課題の検討

　他部会、他職種間の連携を図り、地域課題を拾い上げるために他部会へ出席し、相談部会において毎回

報告し合い、グループワークを行った。他部会への出席をすることで、地域の実情を知り新たな気付きを

得たとの声があった。一方で、課題と感じたことをまとめて地域課題にあげるまでには至らず、次年度で

は意見を更に深く議論できるようにしていく必要がある。

　

○研修会の実施

　今年度は部会を2部制にして、2部にあたる部分を主任相談支援専門員が企画し、研修会を2回実施し

た。主に「『基本のキ』について」というテーマで相談支援の基本を確認し、普段の支援で感じていた疑

問や困りごとなどをグループに分かれ共有した。基本を確認する中で利用者との関係構築の大変さや、

サービス利用の目的の明確化など日ごろの業務の課題も挙がった。

○主任相談連絡会の開催

　地域の主任相談支援専門員6名が中心に集まり4回実施した。連絡会では主任相談支援専門員の求められ

る役割や担うべきことを整理し、今後どのように役割を果たしていくか等を検討した。また、相談部会に

おいて主任相談支援専門員が主となり研修会を実施したほか、相談支援専門員初任者研修のインターバル

実習においても、当地域の受講者のフォローアップとして主任相談支援専門員が参加し、地域の人材育成

に協力した。

　　相談部会 


